
資料１

大学・地域共創プラットフォーム香川の今後の展開について

１. 本プラットフォームの目的

2. 令和４年度の活動実績

（目的）
県内大学等を基点に、産学官のネットワークを形成し、地域社会・地域経済を支える人材の育成・

定着及びその人材が活躍する場の形成に向けた議論と実践による共創を通じて、地域社会の発展
に寄与すること

（部会の役割）
1)進学・教育部会 県内進学促進に向けた県内高校等との連携、県内大学等の情報発

信、その他教育の向上等
2)就職・産業振興部会 県内就職の促進、地域と県内大学等の連携による共同研究、リカレ

ント教育の推進等
3)地域活性化部会 地域を支える人材育成・定着、大学と連携した地域づくり等

部会 主な取組み

進学・教育
合同進学説明会、出前講座、キャンパスガイドの作成・配布、 公開授業参観、
単位互換など

就職・産業振興
業種別オンライン県内企業見学ツアー、キャリア支援研修会、かがわーくフェア
など

地域活性化 アイデアソン（アイデアソンをもとにした観光学生企画）など

共通 ホームページ開設、情報共有ツールの導入

（成果）

1. 前身組織における各種事業を整理統合し、本プラットフォームの事業として新たに展開した。

2. 各部会での意見交換等により、構成員間で課題を共有するとともに、新たな取組みに関す

る企画立案を行った。

3. 構成員間の情報伝達や共有を図るための情報基盤を整備した。

（課題）

１． 継続事業の効果検証や課題の把握を行い、より効果的なものとなるよう検討すること。

２． 構成員が主体的かつ積極的にプラットフォームの枠組みを活用し、実証的な取組みに挑戦

できる仕組みを設けること。

３． 事業の企画立案機能を充実すること。
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3． 令和５年度の展開

（運営）

１． プラットフォームを以下の共創の場と位置付け、その活用を推進する。

１） 多様な構成員による議論・意見交換の場

2） 新たな取組みを実証・実践する場、支援する場

３） 私大等補助申請や国の事業申請のバックグランドとなる場

2. 積極的な取組みを促すため、以下を推進する。

１） ワーキンググループの活用など、事業の企画立案を行う機能の強化

２） プラットフォームの枠組みを活用した主体的かつ積極的に実証的な取組みの実施に向

けた県の支援（助成）制度の活用

（事業）

令和４年度の実績を踏まえ、以下に取組む。

１）構成員が、より主体的かつ積極的にプラットフォームの枠組みを活用して、実証的・実践的

に取り組めるよう、「共創推進強化事業」の新設や県の助成制度の活用をはじめとする新規

事業を展開する。

２）継続事業については、これまでの取組みを精査の上、選定したものについて、内容の充実・

強化を図る。

部会 主な取組み

進学・教育
キャンパスガイド(デジタル化)、県高Ｐ連と連携した保護者への県内大学の
情報発信、高校教員に広く県内大学の理解を深める高大教員交流会 など

就職・産業振興
かがわーくフェア、キャリア支援研修会、学生による企業へのインタビュー
シップなど

地域活性化
学生等県内の若者主体の観光企画・情報発信や産官学連携に向けた県内企
業や大学、自治体等の交流促進（他部会と連携）など

共通
タウンミーティングの開催、メタバース等を活用した地域DXの実証、プラッ
トフォームの枠組みを活用した新規実証事業など
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令和５年度事業計画（案） 

１．共創推進強化事業 （共通） 

取 組 種 別 内 容 

① 地域共創タウンミーティ

ングの開催
新規 

県内各自治体における、大学等と現地ステークホル

ダーとの意見交換等 

② メタバース等を活用し

た地域DXの実証
新規 

メタバース等を活用した就職・産業振興、進学・教育、

地域活性化等に係る地域DXの取組みの実証 

③ プラットフォームの枠組

みを活用した新規実証

事業

新規 

ＰＦの枠組みを活用し、構成員が企画・提案、実証・実

践する若者の県内定着や地域課題解決に資する取組

み 

２．高大連携・進学推進事業 （進学・教育部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 出前講座・体験講座等へ

の講師派遣
継続 

高校生等を対象に、大学等の教職員がそれぞれの専

門分野を活かした出前講座・体験講座の提供を拡充・

強化 

② 県内大学等合同進学説

明会開催
継続 

県内大学等への理解を深めるため、合同の進学説明

会を県内高校に出向き、県内大学から県内就職した

卒業生を加えて実施 

③ 合同大学説明会・交流会

開催
新規 

高校教員を対象に県内大学等が合同で説明会・交流

会を実施 

④ 高大連携キャリアデザイ

ン研修
新規 

県高等学校PTA連合会との連携による保護者対象

の研修（大学等訪問受入）、広報誌やHPへの寄稿な

ど 

⑤ 探究型学習支援プロジ

ェクトへの講師派遣
継続 

高校の「総合的な探究の時間」の活動への助言・指導

等に大学等教員を派遣 

⑥ デジタルキャンパスガイ

ドの作成・公開
継続 

大学ガイドをデジタル対応に刷新するとともに、ホー

ムページで公開

資料２-１ 
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３．大学等連携強化事業 （進学・教育部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 大学間の単位互換 継続 
多様かつ柔軟な学修を推進するため、県内大学の

開設科目の相互履修と単位認定を実施 

② 大学等教員のＦＤ・ＳＤ

研修の実施
継続 大学等教職員研修の共同実施 

③ 国際交流会（学生）の開

催
継続 

県内大学等の留学生交流会を、参加大学等を拡大・

拡充して開催 

④ リスクマネジメント活動 継続 災害等に対するリスクマネジメント対応 

⑤ 地域における高等教育

の中長期グランドデザイ

ン検討会

新規 
大学等の地域における教育改革や教育改善につな

げる中長期グランドデザインを検討 

４．キャリア支援事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 種 別 内 容 

① 「かがわーくフェア」の強

化・充実
継続 

各機関が連携して参加学生の拡大と新たな魅力づ

くりを行うなど、合同企業説明会の強化・充実 

② 業種別オンライン県内企

業見学ツアーの実施
継続 

香川県内企業による動画等を用いた業種別の企業

説明会の開催 

③ うどん県の自治体で働

こう大懇談会の開催
継続 

香川県内の自治体等の担当者やOB／OGが一堂に

集まる大懇談会の開催 

④ キャリア支援研修会の

開催
継続 

学生の早期の就活マインド醸成のため、企業から講

師を招聘し、就職活動の始め方等や企業研究の方

法に関する研修会を開催 

⑤ 学生の就職先選定等の

実態把握と解析
新規 

就職先選定に係る実態把握のため、県内の高等教

育機関の学生に対し、アンケート調査を実施し、解

析（地域活性化部会と連携） 

５．地域企業魅力発信強化事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 名 種 別 内 容 

① 学生による企業インタビ

ューシップの実施
新規 

高校生・大学生等が企業に出向いて経営者や従業

員にインタビューする「インタビューシップ」の実施 

② 高校、大学等のイベント

等を活用した地域の魅

力発信

新規 
高校、大学等のイベントに県産品を出展し、それらの

生産・販売に係る企業・団体の情報・魅力発信 
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６．地域活性化実践事業 （地域活性化部会） 

取 組 名 種 別 内 容 

① 学生による観光資源の

情報発信等
継続 

アイデアソンの提案を踏まえ、観光資源を題材に学

生目線による体験取材や情報発信、ツアー企画等を

実施 

② アンケート調査の詳細分

析等と対策検討
継続 

４年度のアンケート調査の詳細分析や課題共有、分

析結果等を踏まえたインタビュー調査等の実施、対

策の検討 

③ 関係案内所等の先進事

例勉強会の開催等
継続 

関係案内所等がある県内の先進事例から地域活性

化のポイント等を学ぶ勉強会の開催、課題共有、他

地域への活用検討 

④ 産学官関係者の連携強

化に向けた交流促進
新規 

地域で活躍する県内の企業・大学・高校・自治体の

関係者や学生がつながり、連携を深める交流会等

の開催 
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（ 単位： 千円）

項　 目 金　 額 備　 考

【 収入の部】

前年度繰越（ 見込） 1, 400

会費（ 35機関） 8, 100

県内大学等( 7)  3, 150
経済団体等( 8)  800
市町( 17)  850
香川県 3, 300
( 内訳： 別紙のと おり ）

県補助金 30, 000

収入計 39, 500

項目 金額 備考

【 支出の部】

事業費

事務費

9, 500

5, 000 高大連携・ 進学推進事業、 大学等連携強化事業、 キャ リ ア
　 支援事業、 地域企業魅力発信強化事業、 地域活性化実証・
　 実践事業など

4, 500 事務局・ 部会運営費など

事業費( 県補助対象) 30, 000
プラ ッ ト フォ ームの枠組みを活用し た新規実証事業
（ 共創推進強化事業） など

支出計 39, 500

令和５ 年度予算（ 案）
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大学・地域共創プラットフォーム香川会費

１．令和５年度における会費については、プラットフォーム事業に要する経費等をも

とに算定し、次の表に記載の額とする。

２．香川県が負担する会費には香川県立保健医療大学の会費を含むものとする。

〇県内大学等（順不同）

名称 会費

香川大学 450 千円 

香川県立保健医療大学 － 

四国学院大学 450 千円 

徳島文理大学 450 千円 

高松大学・高松短期大学 450 千円 

香川短期大学 450 千円 

せとうち観光専門職短期大学 450 千円 

香川高等専門学校 450 千円 

〇経済団体等（順不同）

名称 会費

香川県商工会議所連合会 100 千円 

香川県商工会連合会 100 千円 

香川県中小企業団体中央会 100 千円 

香川経済同友会 100 千円 

香川県中小企業家同友会 100 千円 

香川県農業協同組合中央会 100 千円 

香川県漁業協同組合連合会 100 千円 

香川県銀行協会 100 千円 

〇行政機関（順不同）

名称 会費

高松市 50 千円 

丸亀市 50 千円 

坂出市 50 千円 

善通寺市 50 千円 

観音寺市 50 千円 

さぬき市 50 千円 

東かがわ市 50 千円 

別紙 
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三豊市 50 千円 

土庄町 50 千円 

小豆島町 50 千円 

三木町 50 千円 

直島町 50 千円 

宇多津町 50 千円 

綾川町 50 千円 

琴平町 50 千円 

多度津町 50 千円 

まんのう町 50 千円 

香川県 3,300 千円 
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香川県産学官共創チャレンジ支援補助金
（Ｒ５当初予算：30,000千円）

令和５年３月
香川県政策部

＜目的＞

産学官が連携・共創し、地域課題の解決に果敢に挑戦する取組みに対して助成を⾏い、
地域の社会経済を⽀える⼈材の育成・定着及び⼈材が活躍する場の形成を図る。

＜制度概要＞

・補助対象者 ：⼤学・地域共創プラットフォーム⾹川（ＰＦ）
・事業実施主体：ＰＦ、ＰＦの構成員、ＰＦが適当と認める者

※事業実施主体を１者定める
・補 助 率 ：１０分の１０以内
・補助対象経費：補助対象期間の事業実施に要する（⽀払完了済）経費

※補助対象外経費の定めあり
・補助の流れ ：事業実施主体が事業計画書提出→ＰＦから申請→県審査、交付決定

→実績報告→県補助⾦交付

＜補助対象事業＞

地域の社会経済を⽀える⼈材の育成・定着及び⼈材が活躍する場の形成を図る⽬的で
実施する分野の事業で要件を満たすもの

分野 取組み例
1 県内⾼校等との連携 ⾼校⽣等が中⼩企業や産業の理解を深め、将来的に⾹川県に関

わるきっかけづくりとする取組み
2 学⽣の進路選択⽀援 進路選択に影響を与える保護者や教員等にアプローチし、中⼩

企業や⼤学等について理解を深める取組み
3 UJIターン促進 県内外の学⽣等とUターン先輩社員等をつなぐイベントの開催な

ど、県内就職等に⽬を向けてもらう取組み
4 外国⼈留学⽣等の

活躍⽀援
外国⼈留学⽣等が本県の魅⼒に触れ、活躍できるよう、交流会
や県内就職⽀援等を⾏う取組み

5 デジタル技術の活⽤ ⼈材不⾜等の課題解決のため、デジタル先端技術を活⽤して、
学⽣等に県内就職・進学等を促進する取組み

6 ⼈⽣100年時代の教育
展開

県内⼤学等が中⼩企業等と連携して⾏うリスキリング教育など、
キャリア形成⽀援を充実させる取組み

7 関係⼈⼝連携・協働 県外学⽣などを地域に呼び込み、滞在させる拠点づくりや、受
け⽫となる⽀援組織の⽴上げ等を⾏う取組み

8 魅⼒ある地域づくり
⽀援

地域おこし協⼒隊が、県内外の学⽣や中⼩企業等と連携・協働
し、⾃らの地域課題の解決を図る取組み

9 若者チャレンジ企画
応援

中⾼⽣が⾃ら企画し、中⼩企業や⼤学、⾃治体等と連携して地
域活性化に向けてチャレンジする取組み

10 新たな研究成果実証 県内⼤学等の新たな研究成果を、県内の中⼩企業等と連携して
県内地域で実証・ＰＲする取組み

11 地域資源開発 県内⼤学等（学⽣）が、中⼩企業や⾃治体等と連携して、地域
資源を活⽤した新商品を開発・ＰＲする取組み

12 その他挑戦実証分野：「教育、働き⽅、⼥性活躍」「空き家対策、安全・安⼼の確保」
「スポーツ、⽂化、エンターテインメント」「⼦育て、健康」
「産業振興、物流、交通」「環境・エネルギー」「まちづくり、地域コミュニティ」

＜想定スケジュール＞

事業計画書の提出（４⽉〜５⽉中旬）→ ＰＦから県へ申請（５⽉下旬）→ 県の審査・
交付決定（７⽉初旬）→（補助対象の事業期間：交付決定後（やむを得ない場合、事
前着⼿分も対象）〜R6.1.31）→ 実績報告（R6.2.10⼜は事業完了後10⽇経過後まで）

※ 詳細については交付要綱・募集要領等でお⽰しします。 9



令和４年度事業実施状況 

１．高大連携による県内高校からの進学推進事業 （進学・教育部会） 

２．県内大学等在学生の地域理解・定着意欲喚起事業 （進学・教育部会） 

取 組 実施概要 

① 単位互換
講座数 ４６９ 

受講者数 １６人(延べ１８人) 

② 地域志向科目の情報共有
４月に情報共有を行った。地域志向科目を活用するため、次年度は

可能な範囲で単位互換科目に含めることとした。 

③ 地域理解フィールド実習（集中）の

共同開催

小豆島一帯においてフィールドワークおよびアイデア創出ワークを

実施した。（10/28〜10/30） 参加学生4名 

④ FD・SD活動
危機管理シンポジウムを開催した。 

（10/31、香川大学主催、PF香川共催） 参加者数 ２３２名 

⑤ 国際交流

香川大学グローバルカフェでの開催イベントに他大学等の留学生

が参加する計画であったが、平日開催のため今年度は参加できな

かった。 

取 組 実施概要 

① 出前講座

実施件数：96 件(3/10 現在) 

出前講座名などの情報を県内高校へ郵送して周知した。また、小・

中学校からの要望もあり講師を派遣した。

② 合同進学説明会

令和 4 年度は 3 校（香川中央高校、小豆島中央高校及び高松東高

校）で実施し、高松東高校では OBOG の現役大学生 8 名が対面

や動画出演で県内大学の PR 役として参加した。 

③ 公開授業参観

・「アニメ・マンガ論」四国学院大学(10/10) 8名参加

・「臨床医学各論演習Ａ」徳島文理大学(10/22) 3名参加

・「English Expression Ⅳ」徳島文理大学(11/19)1名参加

・「観光振興・地域創生論」せとうち観光専門職短期大学(12/13)

参加者なし 

④ その他の広報活動

（キャンパスガイドの作成・配布）

昨年度版を一部時点更新し、県内の高校2年生全員及び県内高

校・中学校の各教室用に作成（11,000部、県内高校43校、中学校

７１校等へ送付）し、校長会等で積極的な活用を依頼。 

（オープンキャンパスの周知）

県内高校に県内大学等のオープンキャンパス日程一覧を送付し、

高校教員の参加について案内。 

資料３－１ 
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３．卒業者の地域就職推進に向けたキャリア支援事業 （就職・産業振興部会） 

取 組 実施概要 

① インターンシップ

香川経済同友会の会員を対象に受入企業を募集し、応募のあった

５社の概要について、大学・地域共創プラットフォーム香川事務局

に情報提供を行った。 

② かがわーくフェア

【参加者】 

令和４年６月開催 対面 延２１１人/オンライン 延７０人 

令和４年８月開催 対面 延１１１人/オンライン 延２８人 

令和５年３月開催 ３月１５日開催予定 

令和５年３月大学・短期大学・高等専門学校・専修学校などの卒業

予定者（既卒者含む）及び一般採用希望者（就職氷河期世代を含

む）を対象とした、対面方式による「就職面接会」及びオンライン形

式による「個別面接」を開催。 

③ 業種別オンライン県内企業見学ツ

アー

【参加者】（全て web 参加者） 

８月２４日（水） ６４人 

８月３１日（水） ５４人 

９月 ７日（水） ６９人 

延べ学生参加者数が昨年の１５０人から１８７人へと増加した。学生

アンケートの結果、当ツアーへの評価は「満足」と「やや満足」の合計

で９割を超えた。「短時間で様々な企業の情報を得ることができて

よかった」などの感想が多数寄せられている。今後の課題として、 

１.学生参加者の確保

２.参加各企業の持ち時間（現在１５分間）の検討

３.コース内容の検討 などが挙げられる。

④ うどん県の自治体で働こう大懇

談会

【参加者】  

９月２８日（水） 延５４人 

学生アンケートの結果、評価は「満足」が９割と高い満足度が確認で

きた。「一度に多くの自治体の話を聞けてよかった」「調べるだけで

はわからない情報を得ることができた」などの感想が多数寄せら

れている。今後の課題として、参加学生の確保、参加希望者が増え

た場合の開催方法などが挙げられる。 

⑤ キャリア支援研修会

【参加者】 

１０月８日（土）１９人（内訳：香川大学８人、香川短期大学８人、徳島

文理大学２人、高松大学１人） 

元ハローワーク丸亀所長を講師として、就職活動の始め方等の説

明、自己分析による就職適性検査を実施 

⑥ 公務員・国立大学法人等職員説明

会

【参加者】 

２月１５日（水） 対面 延 116 人/オンライン 延 321 人 

２月１６日（木） 対面 延 106 人/オンライン 延 289 人 

2 日間で計 18 機関が発表し、延べ 832 名の学生が参加した。学

生アンケートの結果、本説明会への評価は回答者全員が「大変参考

になった」「参考になった」と回答した。「職務内容だけではなく各
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機関が抱えている課題まで知ることができ理解が深まった」「ネッ

トの記事やパンフレットでは知れない、現場の人からのリアルな話

を聞けた」「いろいろな機関の話を一度に聞け、参考になった」など

好評の声が多数寄せられた。 

４．地域活性化に係る事業策定のための提案収集事業 （地域活性化部会） 

取 組 実施概要 

① アイデアソンの実施等

・地域課題へのアプローチとして、大学生や企業経営者、地域おこし協

力隊など産学官の関係者が集まり、夏に計2回、「若者の定着する香

川を目指して」をテーマに、対話を通じてアイデアを出し合うアイデ

アソンを実施した。

・企業PR、学生企画ツアー、関係案内所などの様々なアイデアを参考

として、テーマに沿ってＷＧを設け、取組みを進めている。 

② 産学官連携による実践

（学生おすすめの観光情報発信） 

・観光ＷＧの取組みとして、大学生や若い自治体職員等が集まり、香川

のおすすめ観光ポイントを出し合うグループワークを開催した。

・第１段として、大学生が特定の地域で体験取材し、ＳＮＳを活用した若

者目線の県内観光情報の発信に取り組んでいる。

（学生目線による県内中小企業の課題解決）

・デジタルを活用した学生目線による課題解決を目指し、大学生らが

モデル企業を訪問し、現在の課題等のヒアリングを実施した。

（関係人口等に関する勉強会） 

・県内の優良事例から地域活動のポイント等を学ぶ勉強会等を開催し

た。（地域外の人材の受け皿となっている、東かがわ市五名地域で

実施）

（学生対象アンケート調査） 【全部会共通】

・就職先選定時における学生の思考・行動や、就職時の若者の転出超

過の要因について検討し、今後の取組みにつなげていくため、県内大

学等と県が就職支援協定を結ぶ県外大学の学生（就職活動を終えた４

年生等）に対し、アンケート調査を実施した。 

５．情報共有及び外部への情報発信のためのデジタル環境の整備事業 （共通） 

取 組 実施概要 

① 情報共有ツール導入

全構成団体、延べ１５８名を利用者登録 

11月28日及び30日に構成員向け使用説明会を実施のうえ、運営委

員会チームフォルダに当該説明会の動画を保存 

5月27日の第１回就職・産業振興部会をはじめ、各部会・ワークショッ

プ等のオンライン会議に活用 

また、各会議（総会、運営委員会、3部会）の令和４年度資料を各チーム

フォルダに保存し共有

12



② ホームページ作成

プラットフォームの目的・組織体制をはじめ、各部会が実施するイベン

トなどの主催事業の他、共催・後援事業や話題等を中心に情報発信

会員専用ページを設け、各種会議資料の閲覧やプラットフォーム事務

局への照会フォームを活用することが可能 

ホームページイメージについては別紙参照
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［ ①アイデアソ ンの実施等 ］ 
目的： 地域課題を 共有し 、 若者目線によ る 課題解決策を 探る 。-
地域課題へのア プロ ー チの1 つである ア イ デア ソ ン

（ 対話 を 通 じ てア イ デア を 出し 合う イ ベン ト ） を
「若者の定着する 香川を 目指し て 」 を テ ー マに実施し た。

大学生や企業経営者、 地域おこ し 協力隊な ど 延べ75名参加
(7/26と 8/10に、 香川大学で 2 日間実施）

I アイデアリン内容 I 一
A 身近1こ魅力府な企業があると思ってもらえるよう

場の活月
鰈翅 励人式などの大きなイベントごとで開勘餞PR

B 学生が餞する、
他元愛，進学 酋Illの資簾や自然の良さを伝えるツアー

→  
今後の取組みの参考と な る 様々な 若者定着のア イ デア

（企業PR、学 生企画ツアー、関 係案内所など）力 出ゞさ れ、

D 眈1こ対する不安，ギャップ解消のため、
Jミュニティ輯眈者が睛1こ梱‘できる関餞階

咸心辻
ハ

（ 創却）人と負混、地賊0)今と過去をつなぐ，
裔店伯活性化 魅力ある裔店tiづ〈り

賭性

［ 

薗き臆革

只 か •かパ F 

砕が’庄 ， 観光
9岱4•*） t喜狂•. .... 9亀轟●

多様な メ ン バー 間の新た な つな がり も 生ま れt
＇・ニー・ 硲 6 

: : 0  知· 匿び 疇起晏
（アイデアソンの実施後、部 会において報告· 意見交換会を行った。）

多聞

こ拠点生活を実践するため，
おためしで泊まれるりィークリー古民寮

薗き方

酋1110)良さ1己異民が気付〈ため、
廿常府1日香1110)魅力を紐わい満嬰できる、 心地よい生き方
移髯酌I スティ）肌
醜でき臥 翡づ〈り0)ため、
頴嗚雌譲や失雛椙餅蒻できるような，輯 するlt蘭み
設備やI リア等0)問供

防〈り久□-,
おおらか、
翻 I、
人とのつながり、
外とのつながり＼
チャレンジできる、
矮できる

［ ②産学官連携による実践 （ 学生おすすめの観光情報発信） ： 
目的： 地元愛を 高め、 地域資源の活用を 図る た め、 学生と タ イ ア ッ プし て 若者目線の観光企画等に取り 組む。

．．． 

大学生や若い自治体職員等が集ま り 、

「香川のおすすめ観光ポイ ン ト 」 を 出し 合う

グル ー プワ ー クを 開催し た。

大学生や企業経営者、 地域おこ し 協力隊な ど 25名参加
(9/28に、 せと う ち 観光専門職短期大学で実施）

 
市町の域を 超え て 連携し て 観光施策を 展開する こ と や、

瀬戸内海は陸地（ 他地域から の窓やド ア ） と し て 考え る
こ と が重要な 視点と し て 共有さ れた 。

 
実践の第1 段と し て 、 大学生が特定の地域で 体験取材し 、

SN Sを 活用し た 若者目線の県内観光情報の発信に取り 組んで いる 。
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ホームページＵＲＬ
https://chiiki-pf.kagawa-u.ac.jp/
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令和４年度予算　執行状況報告（見込）

(単位：円）

項　　目 予算額 執行状況 比較増減 内容

【収入の部】

　会費（35機関） 8,100,000 8,100,000 0

（内訳）県内大学等(7)   3,150千円
 経済団体等(8)  800千円
 市町(17)  850千円
 香川県　　　　  3,300千円

 ※高松大学及び高松短期大学は一法人として負担
 ※香川県立保健医療大学は香川県負担分に含む

　預金利息 0 19 19

収  　入  　計 8,100,000 8,100,019 19

項　　目 予算額 執行状況 比較増減 内容

【支出の部】

　事業費

　　共通事業費 1,800,000 1,577,400 ▲ 222,600 ホームページ制作

　　部会事業費 1,800,000 1,114,032 ▲ 685,968
キャンパスガイド作成、かがわーくフェア開催、
ニーズ調査　ほか

　事務費

　　事務局運営費 4,500,000 4,007,502 ▲ 492,498 人件費、印刷費、通信費など事務経費

 次年度繰越【見込】 1,401,085 1,401,085

支  　出　　計 8,100,000 8,100,019 19

資料３-２
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資料４

令和４年度 名義使用の許諾について 

種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

後援 高 校 生 お 弁

当 の 日 甲 子

園 2022 

香 川 短 期

大学 

【後援者】 

香川県、香川

県 教 育 委 員

会 、 宇 多 津

町、香川県高

等学校教育研

究会家庭科部

会、香川県栄

養士会、大学・

地域共創プラ

ット フォーム

香川 

県内の農林

水産物とそ

の加工品の

理 解 を 深

め 、 食 を 通

じた健康づ

く りに取り

組む 

県内高校生

及び近隣の

県外高校生 

「SDGｓにつ

ながる弁当」

をテーマとし

た 弁 当 を 提

案する 

《募集期間》 

7／11～ 

9／7 

後援 徳 島 文 理 こ

ども大学 

徳 島 文 理

大学 

香川キャン

パス 

【後援者】 

大学・地域共

創プラットフ

ォーム香川 

人文社会科

学 系 、 自 然

科学系の学

びを子ども

達 に 展 開

し 、 知 的 好

奇心を育む 

県内小学生

4～6 年生

と保護者 

「世界の国旗

に つ い て 学

ぼう」、「コン

ピュータでプ

ロ グ ラ ミ ン

グ」ほか、計６

講 座 を 開 講

する 

7／24、 

7／25、 

7／31、 

8／1、 

8／31 

後援 高 校 生 の た

めのジオアー

ト Jr.マイス

ター養成講座

キックオフ ・

シンポジウム

香川大学 香川県教育委

員会、 大学・

地域共創プラ

ットフォー ム

香川、讃岐ジ

オパーク構想

推進準備委員

会 

「ジオアート

Jr.マイスタ

ー 養 成 講

座 」 を 紹 介

するととも

に 、 養 成 し

たい人材像

を示すため

のシンポジ

ウムを開催

高 校 教 員 、

高 校 生 （ 主

に 1 年生）

とその保護

者等など 

①趣旨説明：

長 谷 川 修 一

(香川大学特

任教授) 

②基調講演：

川 村 教 一 氏

（兵庫県立大

学 大 学 院 教

授） 

③ パ ネ ル デ

スカッション

8／9 
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種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

共催 香 川 大 学 危

機管理シンポ

ジウム 

香 川 大 学

四 国 危 機

管理教育・

研究・地域

連 携 推 進

機構 

国 立 大 学 協

会、土木学会

四国支部香川

地区、土木学

会安全問題研

究委員会、大

学・地域共創

プラットフ ォ

ーム香川 

「 香 川 大 学 

四国危機管

理 教 育 ・ 研

究 ・ 地 域 連

携 推 進 機

構 」 の 活 動

成果を地域

に還元し、 

地域の安

全 ・ 安 心 に

寄与するこ

とを目的と

してシンポ

ジウムを開

催 

関 係 機 関、

企 業 、 一般

市 民 、 本学

教 職 員 ・ 学

生等 

学 外 講 師 に

よ る 危 機 管

理 研 究 に 関

す る 講 演 及

びパネルディ

スカッション

10／31 

後援 中 高 生 の た

め の 薬 剤 師

セミナー

徳 島 文 理

大学 香川

薬学部 

香川県薬剤師

会、香川県病

院薬剤師会、

株式会社レデ

イ薬局、香川

県、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

中高校生に

薬剤師の魅

力 を 伝 え 、

香川薬学部

の 進 学 者 、

並びに香川

県で従事す

る薬剤師の

増加を目指

す 

主として香

川県内の中

学 生 ・ 高 校

生とその保

護 者 、 及び

中 学 校 ・ 高

等学校教員 

講演、パネル

ディスカッシ

ョン、薬剤師

体験会、進路

相談、個別質

問コーナー 

10／15 

後援 徳 島 文 理 大

学 比 較 文 化

研究所･展覧

会「書籍の装

丁 と 印 刷 術

を辿る」 

徳 島 文 理

大 学 比 較

文 化 研 究

所 

香川県教育委

員会、さぬき

市 教 育 委 員

会、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

17 世紀後

半から 18

世紀前半の

洋装本も展

示すること

で 、 装 丁 や

印刷技術に

関して同時

期における

和洋の違い

も見てもら

う 

香川県民お

よび関係機

関 

展覧会「書籍

の 装 丁 と 印

刷術を辿る」 

（ 入 場 無料 ・

事 前 申 込 み

不要） 

11／14～

12／9 
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種別 行事名 主催者 
共催者又は 

後援者
実施目的 対象者 内容 開催時期等 

後援 アオ活！ 香 川 県 中

小 企 業 家

同友会 

大学・地域共

創プラットフ

ォーム香川 

どのような

仕事がある

か学生に知

っ て も ら

い 、 中 小 企

業の魅力発

信 の 場 ・ 社

員教育の場

とする 

高 校 生 、大

学 生 、 短 大

生 、 専 門 学

校生、第 2

新 卒 者 、教

員等 

業 界 代 表 者

が業界・役割

等を紹介し、

具 体 的 な 仕

事 の 内 容 や

業 界 に お け

る 役 割 等 を

紹介する 

１／21 

後援 香 川 と 都 市

圏 の 大 学 連

携推進事業 

香川大学 香川県、大学・

地域共創プラ

ット フォーム

香川 

香川と都市

圏の大学連

携推進事業

について連

携大学と共

に成果報告

及び今後の

事業展開に

ついて考え

るシンポジ

ウムを開催

関係大学の

教職員及び

学 生 、 県 内

大 学 ・ 自 治

体 ・ 企 業 関

係者等 

講演、学生報

告、学長対談 

１／17 

後援 ジオツーリズ

ムによる地域

活性化シンポ

ジウム 

香 川 大 学

四 国 危 機

管理教育・

研究・地域

連 携 推 進

機構 

国土交通省四

国運輸局、香

川県、香川県

教育委員会、

四国ツーリズ

ム創造機構、

香川県観光協

会、大学・地域

共創プラット

フォーム香川

ジ オツ ーリ

ズムを取り

入れた地域

活性化手法

を広く県民

に知っても

ら う と 共

に 、 今 後 の

取組につい

て考える 

香川県内の

一 般 市 民 ，

行 政 機 関 ，

教 育 関 係

者 ， 観 光 協

会など 

活動報告、基

調講演、パネ

ルディスカッ

ション

２／15 
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